
議案第４１号

杉並区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正す

る条例

上記の議案を提出する。

平成２９年５月３０日

提出者 杉並区長 田 中 良

杉並区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正す

る条例

杉並区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例（昭和５８年杉並区

条例第２２号）の一部を次のように改正する。

別表第１に次のように加える。

平成２９年杉並区告示第７７１号に定める東京都市計画玉川上水・放射５号線周辺地区地区計画に表示す

る区域

別表第２に次のように加える。

東京都 計画図 (１) １， 計画図 (１) 計画図４に 計画図 １３メートル。

市計画 １に表 ０００平 １に表 表示する壁面の １に表 ただし、次の各

玉川上 示する 方メート 示する 位置の制限の欄 示する 号のいずれにも

水・放 放射５ ル又は１ 放射５ に掲げる線によ 放射５ 適合する建築物

射５号 号線沿 ００平方 号線沿 つて表示する道 号線沿 は、１７メート

線周辺 道 地 メートル 道 地 路境界線から建 道地区 ル

地区地 区、大 のうちい 区、一 築物の外壁又は の区域 (１) その敷地

区計画 規模敷 ずれか計 般住宅 これに代わる柱 面積が５００

地Ａ地 画図３に 地Ａ地 の面までそれぞ 平方メートル

区及び 表示する 区、一 れ同欄に掲げる 以上である建

大規模 区域ごと 般住宅 距離。ただし、 築物

敷地Ｂ に掲げる 地Ｂ地 当該限度に満た (２) その敷地

地区の 数値 区、大 ない距離にある が隣地境界線

区域 (２) 前号 規模敷 建築物又は建築 と接する場合

の規定に 地Ａ地 物の部分が次の は、当該隣地

より敷地 区及び いずれかに該当 境界線から外

面積の最 大規模 する場合は、こ 壁又はこれに

低限度が 敷地Ｂ の限りでない。 代わる柱の面

１，００ 地区の ア 外壁又はこ までの距離が

０平方メ 区域 れに代わる柱 １．５メート

ートルと の中心線の長 ル以上である

なる区域 さの合計が３ 建築物

において メートル以下 (３) その敷地

は、法第 であるもの が道路境界線

８６条第 イ 物置その他 （放射第５号

１項又は これに類する 線との境界線

第 ２ 項 用途に供し、 を除く。）に



（これら 軒の高さが 接する場合

の規定を ２．３メート は、当該道路

法第８６ ル以下で、か 境界線に沿つ

条の２第 つ、床面積の て次に掲げる

８項にお 合計が５平方 敷地面積の区

いて準用 メートル以内 分に応じ、そ

する場合 であるもの れぞれ次に定

を含む。 ウ 自動車車庫 める幅員以上

以下この その他これに の歩道状の空

項におい 類する用途に 地を有する建

て 同 供し、軒の高 築物

じ。）の さが２．３メ ア １，００

規定によ ートル以下 ０平方メー

り一の敷 で、かつ、周 トル未満

地とみな 囲を囲まない １メートル

される一 構造であるも イ １，００

団地又は の ０平方メー

一定の一 エ 土地利用上 ト ル 以 上

団の土地 及び構造上の ３，０００

の区域内 支障がある敷 平方メート

の建築物 地内のもの ル 未 満

について で、交通上、 １．５メー

は、当該 安全上、防火 トル

一団地又 上及び衛生上 ウ ３，００

は区域を 支障がなく、 ０平方メー

当該建築 かつ、周囲の トル以上

物の一の 環境に配慮さ ２メートル

敷地とみ れていると区

なして同 長が認めて審 計画図 １３メートル

号の規定 査会の同意を １に表

を適用す 得て許可した 示する

る。 もの 一般住

(２) 平成２９年 宅地Ｂ

計画図 １２０平方 ３月６日以後に 地区の

１に表 メートル 築造された法第 区域

示する ４２条第１項に

一般住 規定する道路 計画図 ２０メートル

宅地Ａ （以下この項に １に表

地区の おいて「道路」 示する

区域 という。）又は 大規模

同日以後にされ 敷地Ａ

計画図 １００平方 た法第４３条第 地区及

１に表 メートル １項ただし書の び大規

示する 規定による許可 模敷地

一般住 に係る通路（以 Ｂ地区

宅地Ｂ 下この項におい の区域

地区の て「通路」とい

区域 う。）に面する 計画図 (１) １３メー

部分について １に表 トル。ただ

計画図 (１) １， は、敷地境界線 示する し、次のいず

１に表 ０００平 から建築物の外 大規模 れにも適合す

示する 方メート 壁又はこれに代 敷地Ｃ る建築物は、

大規模 ル わる柱の面まで 地区の １７メートル

敷地Ｃ (２) 法第 １メートル。た 区 域 ア その敷地

地区の ８６条第 だし、当該限度 （放射 面積が５０

区域 １項又は に満たない距離 第５号 ０平方メー

第２項の にある建築物又 線の区 トル以上で

規定によ は建築物の部分 域及び ある建築物



り一の敷 が前号アからエ 計画線 イ その敷地

地とみな までのいずれか から２ が隣地境界

される一 に該当する場合 ０メー 線と接する

団地又は は、この限りで トル以 場合は、当

一定の一 ない。 内の区 該隣地境界

団の土地 (３) 隣地境界線 域（放 線から外壁

の区域内 から建築物の外 射第５ 又はこれに

の建築物 壁又はこれに代 号線の 代わる柱の

について わる柱の面まで 区域を 面までの距

は、当該 ０．５メート 除く。 離が１．５

一団地又 ル。ただし、当 以下こ メートル以

は区域を 該限度に満たな の項に 上である建

当該建築 い距離にある建 お い 築物

物の一の 築物又は建築物 て 同 ウ その敷地

敷地とみ の部分が第１号 じ。） が道路境界

なして前 アからエまでの に 限 線（放射第

号の規定 いずれかに該当 る。） ５号線との

を適用す する場合は、こ 境界線を除

る。 の限りでない。 く。）に接

(４) 道路又は通 す る 場 合

路が交わる角敷 は、当該道

地（道路又は通 路境界線に

路が交わること 沿つて次に

により生じる内 掲げる敷地

角が１２０度以 面積の区分

上のものを除 に応じ、そ

く。以下この項 れぞれ次に

に お い て 同 定める幅員

じ。）の道路又 以上の歩道

は通路が交わる 状の空地を

隅角を頂点とす 有する建築

る長さ２メート 物

ルの底辺を有す (ア) １，

る二等辺三角形 ０００平

の部分について 方メート

は、当該部分に ル未満

接する敷地境界 １メート

線から建築物の ル

外壁又はこれに (イ) １，

代わる柱の面ま ０００平

で当該敷地境界 方メート

線から当該二等 ル 以 上

辺三角形の底辺 ３，００

までの距離。た ０平方メ

だし、東京都市 ートル未

計画道路幹線街 満 １．

路放射第５号線 ５メート

（以下「放射第 ル

５号線」とい (ウ) ３，

う。）と道路又 ０００平

は通路が交わる 方メート

角敷地の平成１ ル以上

６年東京都告示 ２メート

第８６７号に定 ル

める東京都市計 (２) 前号の規

画道路の変更の 定は、次に掲

計画図に表示す げる場合は、

る放射第５号線 適用しない。



の計画変更新線 ア 既存不適

（以下この項に 格 建 築 物

おいて「計画 （法第３条

線」という。） 第２項の規

から建築物の外 定により前

壁又はこれに代 号の規定の

わる柱の面まで 適用を受け

の間に当該限度 ない建築物

と同等の空地を をいう。）

有し、かつ、見 について、

通しが確保され その敷地に

ていると認めら 新築し、又

れる部分につい は増築、改

ては、この限り 築、大規模

でない。 の修繕若し

(５) 前各号の規 くは大規模

定は、法第３条 の 模 様 替

第２項（法第８ （以下この

６条の９第１項 項において

において準用す 「増築等」

る場合を含む。 という。）

以下この項にお をする場合

いて同じ。）の において、

規定により前各 次のいずれ

号の規定の適用 にも適合す

を受けない建築 ると区長が

物について増築 認 め た と

をする場合にお き。

いては、現にこ (ア) 新築

れらの規定に適 し、又は

合しない建築物 増築等を

又は建築物の部 する建築

分に対しては、 物の高さ

適用しない。 が当該既

存不適格

計画図 (１) 計画図４に 建築物の

１に表 表示する壁面の 高さを超

示する 位置の制限の欄 えないと

一般住 に掲げる線によ き。

宅地Ｃ つて表示する道 (イ) 新築

地区、 路境界線から建 し、又は

大規模 築物の外壁又は 増築等を

敷地Ｃ これに代わる柱 する建築

地区及 の面まで同欄に 物の前号

び商店 掲げる距離。た の規定に

街地区 だし、当該限度 適合しな

の区域 に満たない距離 い部分が

にある建築物又 当該既存

は建築物の部分 不適格建

が次のいずれか 築物の同

に該当する場合 号に適合

は、この限りで しない部

ない。 分と同程

ア 外壁又はこ 度の規模

れに代わる柱 及び形状

の中心線の長 であると

さの合計が３ き。

メートル以下 イ 玉川上水



であるもの のみどり及

イ 物置その他 び周辺の住

これに類する 環境との調

用途に供し、 和に配慮さ

軒の高さが れており、

２．３メート かつ、交通

ル以下で、か 上 、 安 全

つ、床面積の 上、防火上

合計が５平方 及び衛生上

メートル以内 支障がない

であるもの 建築物とし

ウ 自動車車庫 て区長が認

その他これに めて審査会

類する用途に の同意を得

供し、軒の高 て許可した

さが２．３メ とき。

ートル以下

で、かつ、周 計画図 (１) ２０メー

囲を囲まない １に表 トル

構造であるも 示する (２) 前号の規

の 大規模 定は、次に掲

エ 土地利用上 敷地Ｃ げる場合は、

及び構造上の 地区の 適用しない。

支障がある敷 区 域 ア 既存不適

地内のもの （放射 格 建 築 物

で、交通上、 第５号 （法第３条

安全上、防火 線の区 第２項の規

上及び衛生上 域及び 定により前

支障がなく、 計画線 号の規定の

かつ、周囲の から２ 適用を受け

環境に配慮さ ０メー ない建築物

れていると区 トル以 をいう。）

長が認めて審 内の区 について、

査会の同意を 域を除 その敷地に

得て許可した く。） 新築し、又

もの は増築等を

(２) 道路又は通 する場合に

路が交わる角敷 おいて、次

地の道路又は通 のいずれに

路が交わる隅角 も適合する

を頂点とする長 と区長が認

さ２メートルの めたとき。

底辺を有する二 (ア) 新築

等辺三角形の部 し、又は

分については、 増築等を

当該部分に接す する建築

る敷地境界線か 物の高さ

ら建築物の外壁 が当該既

又はこれに代わ 存不適格

る柱の面まで当 建築物の

該敷地境界線か 高さを超

ら当該二等辺三 えないと

角形の底辺まで き。

の距離。ただ (イ) 新築

し、放射第５号 し、又は

線と道路又は通 増築等を

路が交わる角敷 する建築

地の計画線から 物の前号



建築物の外壁又 の規定に

はこれに代わる 適合しな

柱の面までの間 い部分が

に当該限度と同 当該既存

等の空地を有 不適格建

し、かつ、見通 築物の同

しが確保されて 号に適合

いると認められ しない部

る部分について 分と同程

は、この限りで 度の規模

ない。 及び形状

(３) 前２号の規 であると

定は、法第３条 き。

第２項の規定に イ 玉川上水

より前２号の規 のみどり及

定の適用を受け び周辺の住

ない建築物につ 環境との調

いて増築をする 和に配慮さ

場合において れており、

は、現にこれら かつ、交通

の規定に適合し 上 、 安 全

ない建築物又は 上、防火上

建築物の部分に 及び衛生上

対しては、適用 支障がない

しない。 建築物とし

て区長が認

めて審査会

の同意を得

て許可した

とき。

附 則

この条例は、公布の日から施行する。

（提案理由）

玉川上水・放射５号線周辺地区に建築物に関する制限を定める必要がある。


